
学校教育
目　　標 「あ い う え お」　いっぱいの子どもの育成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年度　本荘小学校学校経営方針　　　　　　　　　　　　　　　 ※朱書は本年度の重点事項

熊本市立本荘小学校　校長　西川　英臣

校　訓 なかよく・かしこく・たくましく

めざす学校像
思いやりの心で笑顔あふれる

一人一人の人権が大切にされた楽しい学校

めざす児童像
思いやりの心で笑顔あふれる人権感覚豊かな子ども

めざす教職員像
思いやりの心で笑顔あふれる人権感覚の高い教師

１　子どもも教職員も笑顔で生き生きと
    　　　　　　　　　　　　　　　　　学び合う学校

 あ　あいさついっぱいの子ども 〇　一人一人の子どもの願いや悩みを
　　　理解し、愛情深く寄り添い導く教職員
　　　（「子ども理解」と「授業ＵＤ」の観点から）

２　安全・安心な生活ができる学校  い　いのちを守る心いっぱいの子ども
〇　子ども・保護者・地域から
　　　　　　　　　　　　　　　　信頼される教職員３　美しく整備され、落ち着きと潤いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある学校
 う　運動・歌声いっぱいの子ども

〇　授業力・指導力の向上等をめざし
　　　　　　常に研究と修養に努める教職員

4　希望と向上心にあふれる学校  え　笑顔の学びいっぱいの子ども
〇　本荘小の一員としての自覚と
　　　　誇りをもち本荘小のよさ・伝統を
　　　　　　　　　　　　さらに発展させる教職員

5　保護者・地域に信頼され、本荘っ子を
　　　　　　　　　　　ともに育む開かれた学校

 お　大きな夢いっぱいの子ども

重　点　目　標　　「自尊感情を高め未来を切り拓く力を身につけるための人権教育の推進」
＜認め、褒め、励まし、互いを理解し、支えあい、伸ばす＞

学校経営スローガン

思いやりの心と笑顔で「学校が楽しい、授業が楽しい、みんな大好き」本荘小

○人間尊重の精神を基底におき、人権教育を柱とし、徳・知・体の調和のとれた主体性・創造性・協働性にあふれる教育を推進する。
○家庭地域社会との連携を図りながら、学習指導要領に基づいた、「生きる力」を育成するための「本荘小学校の教育」を推進する。

1　「子ども理解」を基盤とし、すべての子どもが大切にされる学校づくり
２　授業のUD化を図り、 一人一人の学力を確実に伸ばす
３　すべての職員で一人一人の子どもを育てる（自尊感情を大切にして）
４　すべての子どもが安全、安心にすごせる学校づくり

○達成感のある授業づくり（授業改善、効果的な教材研究、「子ども理解」に基づいた実態分析）

○子どもの困り感に寄り添う学級経営（特別支援教育の観点、授業ＵＤの観点）
○子どもを認め、褒め、励まし、自己肯定感を高める教師のかかわり
○保護者・地域と手を携えながら子どもを育てる学校づくり


